目的
WAP581デュアル無線Wireless-AC/Nアクセスポイントは、スペクトル分析機能を備えています。有効にすると、アクセスポイントはアクティブな無線に関連するデータをキャプチャできます。データは、解釈しやすいように棒グラフで表示されます。スペクトル分析は、ネットワーク管理者が最もクリーンな信号と使用を判断する際に特に役立ちます。また、ワイヤレスネットワーク環境の最適化に使用できる干渉が最も多いチャネルも管理者に示します。
この記事では、WAP581アクセスポイントでスペクトル分析モードを有効にする方法について説明します。
該当するデバイス
[Software Version]
スペクトル分析の有効化
ステップ1:WAP581アクセスポイントのWebベースのユーティリティにログインし、[Wireless] > [Radio]を選択します。
ステップ2:無線帯域を選択します。
注:無線エリアにアクティブな無線帯域が表示されます。この例では、無線1(5 GHz)と無線2(2.4 GHz)が示されています。
注:この例では、無線1(5 GHz)が選択されています。
ステップ3:[詳細設定]をクリックします。
ステップ4:[Spectrum Analysis Mode]ドロップダウンリストからオプションを選択します。次のオプションがあります。
注:デフォルト値は[Disable]です。この例では、[3+1 Spectrum Analyzer]が選択されています。これは、アクセスポイントのワイヤレスクライアントに3つの送信アンテナと3つの受信アンテナを専用にするためです。これにより、ワイヤレスクライアントのパフォーマンスが向上します。
ステップ5:[Save]をクリックします。
ステップ6:他の無線帯域のスペクトル分析を有効にする必要がある場合は、ステップ2 ~ 5を繰り返します。
これで、WAP581アクセスポイントでスペクトル分析が有効になったはずです。
スペクトルインテリジェンスの表示
ステップ1:[Troubleshoot] > [Spectrum Intelligence]を選択します。
ステップ2:[Enable Spectrum Analysis Mode]ドロップダウンリストから無線を選択します。
注:この例では、Radio 1が選択されています。
ステップ3:[Set]をクリックします。
ステップ4:[スペクトラムデータの表示]をクリックします。
下の[Spectrum Data]ウィンドウが表示されます。
チャネル品質
Channel Quality領域には、グラフのY軸に0 ~ 100のチャネル品質を示す棒グラフが表示されます。X軸はチャンネルを表します。このプレゼンテーションでは、100は非常に良好なチャネル品質を表し、0は非常に低いチャネル品質を表します。この例では、チャネル1 ~ 14が100チャネル品質評価で示されています。
非WLANチャネル使用率
Non-WLAN Channel Utilizationエリアは、WAP581と同じ周波数でブロードキャストしている隣接デバイスの信号を表します。Y軸は信号強度のレベルを表し、X軸はチャネルを表す棒グラフで表示されます。この例では、Bluetooth信号は2.4GHzの周波数でWAP581によって検出されますが、グラフに登録されていない点に対しては弱い信号です。ドロップダウンリストから周波数を選択すると、アクセスポイントの範囲でブロードキャストされる可能性のある近隣デバイスを表示できます。
これで、WAP581アクセスポイントのスペクトル分析を確認できました。